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①申告敬遠を採用する。5.05(b)(1)【原注】9.14(d),定義7  

  

※守備側チームの監督が審判員に故意四球の意思を伝えた場合、ボールデッドで打者を 

一塁へ進める。  

  

〈確認事項〉  

（１）従来通り、投手が敬遠するために実際に投球して四球にすることも可能。  

（２）打撃中の投球カウント途中においても守備側の監督が申告することが可能。  

（３）守備側の監督から申告されれば、球審はボールデッドとして打者に一塁を与える。  

（４）申告による四球は実際に投球されていない場合、その投手の投球数としてカウント   

しない。  

（５）攻撃側チームが代打を告げた場合、先に代打の手続きを行ってから敬遠の申告を受け

る。  

（６）投手が交代した最初の打者が申告による敬遠で一塁に進んだ場合、投手は１人の打   

者と対戦したとみなされ、交代することができるようになる。  

（７）申告により敬遠を行った場合、その時点でアピール権が消滅する。  

（８）申告敬遠は１人ずつ受け付け、２人同時には受け付けない。 

  

②準備投球について  

 規則改正に伴い昨年度の１分、８球以内の制限はなくすが、今年度リトルシニアでは  

 バッテリーと球審が準備投球数を確認し投げさせることとする。ただし、常識的に  

 上限の目安としては１分、８球とする。球審は決して高圧的にならずたとえば急遽登板し  

 なくてはならなくなった投手に「絶対に８球以内」ではなく状況に応じて臨機応変  

 に対応する。  

 

③スパイクについて、ポイント（プラスチック金具）スパイクの使用も認める。  

  

④ヘルメットに顎を保護する目的でカバーを取り付けたものは、改造に当たり、製品安全 

協会のＳＧマークの対象外になるので禁止とする。ただし、どうしても使用したい選手  

がいる場合は、保護者同席の上でチームからＳＧマークの対象外になり自己責任を負う 

ことを説明し、了承を受けた場合には、その使用を妨げない。  

  

⑤キャッチャーのミットを動かす行為、キャッチャースボックスから出る行為について  

 まだ完全に徹底されておらず、引き続き指導者、キャッチャーに対し指導していく。   

 

以上 


